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 科学技術の発展は、日常生活に利便性をもた

らした一方で、私たちはデジタル機器に関する

理解と習熟を求めることとなった。現在、デジ

タル機器の急速な進歩と普及に関して、マニュ

アル活用の難しさに関する検討が行われている。 

 デジタル機器に何らかの問題が生じたとき、

身近な詳しい人物（Local Expert）による口頭

説明が行われることがある。これまで、デジタ

ル機器の問題解決に関して、マニュアル研究の

分野から多くの検討がなされてきた。その一方、

口頭説明によるデジタル機器の問題解決（操作

支援）については、必ずしも十分な知見が得ら

れていない。この背景において、口頭説明場面

における説明者と受け手との相互作用に注目し、

説明者による受け手に対する意識について、口

頭説明受け手意識尺度（以下、口頭説明 AA

（Audience Awareness）尺度）が提案されてい

る [1]。口頭説明 AA 尺度は、「わかりやすさ志

向因子」と「説明調整因子」の 2 因子から構成

される。まず、「わかりやすさ志向因子」とは、

口頭説明の実施に際して、事前にどのように聞

き手に適切な説明内容と表現を選択するか検討

する意識である。また、「説明調整因子」とは、

口頭説明の進行にともない、説明者が聞き手の

反応（言語、表情、動作など）にあわせて、適

切に説明内容と表現を修正する意識である。な

お、口頭説明 AA 尺度の妥当性の検証として、本

尺度の高群と低群における説明プランの比較が

行われている。その結果、本尺度得点の低群に

おいて、結論に相当する部分の出現比率が低く、

説明内容の主題と関連が弱い補足情報の出現頻

度が高い結果が得られている。しかしながら、

口頭説明 AA 尺度の妥当性について、これまで十

分な検討が行われていない。ここで、本研究で

は、説明活動を通した情報伝達に関連する尺度

として、学習メタ認知尺度[2]、説明文書の書き

手におけるメタ認知的知識尺度[3]、コミュニケ

ーション能力尺度[4]、これらの 3 尺度に注目し、

口頭説明 AA 尺度の妥当性の検証を実施する。本

検討を通して、口頭説明 AA 尺度の構成概念に関

する基礎的な知見が得られることが期待される。 

方法 

 本調査は、2022 年 11 月に実施した。調査対象

者は、大学生 121 名であった。無効回答を除外

し、120 名分のデータを分析対象とした。調査を

実施した尺度と、その構成概念について以下に

述べる。 

・口頭説明 AA 尺度（5 件法）：「わかりやすさ

志向因子（5 項目：口頭説明に向けた十分な事前

準備の意識）」と「説明調整因子（5 項目：説明

の進行にともない聞き手に合わせた説明内容と

表現の修正を行う意識）」から構成される。回

答結果について、中央値を基準に、各因子の高

群と低群（計 4群：各 2 群×2 因子）を設定した。 

・学習メタ認知尺度（4 件法）：適切な学習方略

の選択に関する尺度である。9 項目であった。 

・文章産出におけるメタ認知的知識尺度（5 件

法）：説明文章の産出について、「伝わりやす

さ因子（7 項目：文の構成、論点、まとまりなど、

文章構成に関する意識）」、「簡潔性因子（4 項

目：文章の短さ、簡単な表現に関する意識）」、

「読み手の興味関心因子（3 項目：読み手の知識

や経験、興味を引くことに関する意識）」、こ

れらの 3因子から構成される尺度である。 

・コミュニケーション能力尺度（6 件法）：チー

ムワークを構成する下位概念の一つとして提案

された尺度である。「解読因子（7 項目：発言・

表情・しぐさ等に注意し、意味を読み取る意

識）」、「記号化因子（6 項目：発言・表情・し

ぐさ等を用いて苦労なく他者と交流できる意

識）」、「主張因子（4 項目：自身の気持ちや考

え、苦情などを伝えることに困難を感じる意

識）」の 3因子から構成される尺度である。 

 なお、調査に際して、口頭説明を行う頻度や

得意度等についても質問を行っている。しかし、

本報告では分析対象から除外した。 

結果と考察 

口頭説明 AA 尺度と関連尺度との相関分析：口頭

説明 AA 尺度の妥当性検証に際して、関連する尺

度との相関分析を実施した。その結果、口頭説
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明 AA 尺度に関して、いくつかの有意な相関が認

められた（表 1）。なかでも、読み手の興味関心

〔 4〕・わかりやすさ志向〔 5〕（ r=.32, 
p<.01）は、説明活動のプラン構築に際して、説

明の受け手に対する意識が働いていることを示

す。次に、読み手の興味関心〔4〕・説明調整

〔6〕（r=.52,p<.01）は、説明文章の産出と口

頭説明のどちらにおいても説明の受け手に対す

る意識が働いていることを示す。また、説明調

整〔6〕・記号化〔8〕（r=.32,p<.01）に関して、

記号化とは、発言・表情・しぐさ等を用いた他

者との円滑な交流である。この結果より、聞き

手の反応にあわせた説明内容と表現の修正を行

うには、口頭説明場面における説明者と聞き手

が考えや意見について交流できる対話環境が必

要である可能性が示された。 

口頭説明 AA 尺度の高低間における関連尺度得点

の比較：口頭説明 AA 尺度の高低間における尺度

得点について、二要因分散分析による比較を実

施した。その結果、学習メタ認知尺度の得点に

ついて、説明調整要因に主効果が認められた

（F(1,120）=8.597,MSe=12.176,p<.01：高群＞
低群）。また、交互作用に有意傾向が認められ

（F(1,120）=2．930,MSe=12.176,p=.09）、単純

主効果検定を実施した。その結果、「説明調整

因子・高群」において、「わかりやすさ志向因

子・低群」の得点が高かった（p<.01）（図 1）。

学習メタ認知尺度は、学習者自身の効率的な学

習プロセスの監視と制御に関する概念である。

この分析結果は、口頭説明の事前準備を最低限

にとどめ、聞き手の反応に合わせて説明内容と

表現の意識を調整する意識が強い説明者は、説

明者自身が、メタ的な観点に基づく学習活動を

行っていることを示す。この理由として、説明

者自身が効果的であると考える学び（操作支

援）について、口頭説明の聞き手に対して行っ

ていることが考えられる。しかしながら、本調

査の結果は、調査協力者の自己評価に基づくも

のである。今後、本尺度の高低間における口頭

活動の違いについて、さらに検討を実施する必

要があるものと考えられる。 

本研究の結論 

 口頭説明 AA 尺度の妥当性について、関連する

尺度との相関が認められた。また、本尺度の高

低間において、口頭説明の働きかけが異なる可

能性が示唆された。今後、口頭説明 AA 尺度の高

低における口頭説明の様相の検討が求められる。 
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図 1 ⼝頭説明 AA 尺度の⾼低間（4 群）における学習メ
タ認知尺度得点の⽐較（得点範囲：9〜36 点） 

表 1 ⼝頭説明 AA 尺度と関連する尺度（各因⼦）との相関分析の結果 
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